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） 」の三例がある。 「禁止表現は訓点では「…コトナカレ」 「マタ…コト」等で「ナ…」 「ナ…ソ」




























































































































































































































































































































































































（心浄土浄）が述べられている。 「煩悩所知二障」の唯識の用語が使用されているため、唯識思想の「変化土」の思想を基調とするものと思われる。変化土とは 仏の三身（または四身）のうちの変化身が、衆生に合わせて、仏土を浄土や穢土に化為すること（ 「三身」




















山高く谷深く、瓦礫、荊藪、雑穢が充満していると見え のである。 （㉕この世界は人の情がひねくれ曲り、へつらい、偽り欺き 他人には小を与え悪を与え、自分は大 取り吉を取る。自分 短所をかくし、他人の短所をさらす。自分の能力を自慢し 他人 能力をかくす。 濁りながら、他人の濁りを憎む。自分は曲っていながら、他人の曲っているの 嫌う。そのためにこの世界は、道路が曲り、水は枯れて実 ない。毒虫 毒獣、飢饉、刀兵など時にあらぬ災難や災害があり、万事思い通りにいかない。 ）　
人は中容の業を造る。そのためにこの世界を、山、河、草、木、水と見る。餓鬼は下劣の業を造る。そのため




























































の柔軟なること譬へば天衣の如 。行く時 足下に踏み入ること四寸、足を挙ぐれば復還れり」 （ 『悲華経』巻第四） 。200紀国
　
中田書ではこの書入れを一行に数えていたが、行間の書入れとする『総索引』にしたがう。読み下し





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































標題「誓詞通用」 。父母の恩を述べる。 『大乗本生心地観経』 （巻第二、三、報恩品）に類似する箇
























を、今も見たい。首 なで背中を叩い りなが 楽 ねとお しゃったお声を、今も聞きた 鳥獣でさえ親を見ては喜ぶのに、父君にお会 でき く って長い時が経ってしまった。母氏 お声をお しなくなって、長い年月が経ってしまった。 （㊱雨降り風が吹く時にも、父君がいらっしゃれば物を思うことはな 。
三八

































三千世界皆為に震動し、乃至摩訶迦も其坐に安ぜざりき」 （巻第十） 、 「声聞の如きは、緊陀羅王・屯崙摩が琴を弾じて歌声し、諸法実相をもって仏を讃ずるを聞く」 （巻第十七）とある。217輪王ノ裘
　
輪王は転輪聖王。 「裘（かわごろも） 」は毛皮で作った衣。転輪聖王は七宝（金輪・白象・紺馬・神
珠・玉女・居士・主兵）を成就するといわれ、 『大薩遮尼乾子経所説経』は、その他にまた七つの軟宝（剣・皮・床 園・舎・衣 足所用）があるとする。その中の「皮宝」は海龍王の皮で 広大で寒熱をさえぎり王に従って移動するもの、 「衣宝」は柔軟で汚れず、寒熱・餓渇・病痩・悩疲を防ぐというもの。218大悲ノ芳懐ヲ


































































































抱にして幾の乳を飲むことを為すや。弥勒答へて曰く 乳を飲むこと一百八十斛なり」 （ 『中陰経』巻上） 、 「出胎し已るに及びて幼稚の前に、飲む所の母乳は百八十斛なり」 （ 『心地観経』巻第二、報恩品 の例があ 。228一モ報イタテマツラズ
　「一劫を経て毎日三時、自身の肉を割きて父母を養ふも、而も未だ一日の恩を報ずる
こと能はず」 （ 『心地観経』巻第二 報恩品）に類似している。228三千六百日ノ内ニ
　「人は十月にして生まれ、三年乳哺し、十歳の後能く出づ」 （ 『大智度論』巻第八）による
表現か。
四二
【翻刻】 （
229行）
229　
不奉造仏写経者
　
依テカ
何為報徳之由
　
不懸幡厳堂者
何由
為送恩之便
【読み下し文】 （
229行）
　
仏ヲ造リ、経ヲ写シ奉ラズハ、何ニ依リテカ徳ニ報ユル由ト為サム。
　
幡ヲ懸ケ堂ヲ
厳カザ
リ奉ラズハ、何ニ由リ
テカ恩ニ送ル便ト為サム。【解説】 （
229行）
▽
229行
　
報恩供養について述べている。
【文意】 （
229行）
　
仏を造り、経を写し申し上げなければ、何をして徳に報いるよすがとすることができるだろうか。幡を懸けて
お堂を荘厳し申し上げなければ、何をして恩を返すたよりとすることができるだろうか。【翻刻】 （
230～
231行）
230　
仰乞某仏
　
春細雨降時
ニ
　
如万草木生長
カ
　
下平等一味
ノ
法細雨
　
除滅无辺
ノ
231　
災患
　
世間之勝禎
　
出
世間
之善
キ
益
シルシ
　
成就法力
ニ
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四三
【読み下し文】 （
230～
231行）
　
仰ギテ某仏ヲ乞ヒタテマツラク、春ノ細キ雨ノ降ル時ニ、万ノ草木生長スルガ如ク、平等一味ノ法ノ細キ雨ヲ
下ラシテ、无辺ノ災患ヲ除滅シタマヘ。世間ノ勝レタル
禎サキハヒ
、出世間ノ善キ
益シルシ
、法力ニヨリテ成就セム。
【解説】 （
230～
231行）
▽
230～
231行
　
囲み線で抹消している。某仏に除災と利益を祈願する詞章。
【文意】 （
230～
231行）
　
某仏を仰いでお願い申し上げる。春の細い雨が降る時に、万の草木が生長するように、平等一味の法の細い雨
を降らせて、無限の災患を序滅してください。世間のめでたいしるし、出世間のよい利益が、法の力によって成就しますように。【語注】 （
230～
231行）
230平等一味
　
仏が機に応じて同一の教えを平等に授けることを、万物に平等に降る雨に譬える。 『法華経』薬草
喩品（巻第三）など、仏典に頻出する。231勝レタル
禎サキハヒ
　「勝禎」は、めでたいしるし。
